
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９月定例議会は９月２日から１０月３日まで開かれました。議案３０件のうち日本共

産党市議団は、一般会計と国保・後期・介護の会計決算と、財産の取得については継続

審査の動議を提出しましたが否決されましたので理由を述べて反対。また日本共産党か

ら３件、公明党から２件、志誠会から１件の意見書が提出されました。主な議案と意見

書に対する各議員の態度は下記の通り。 

 
各会派・無所属 討論 討論

主な議案に対する各会派の態度 賛成 反対
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平成３０年度甲賀市一般会計歳入歳出決算の認定 市長
辻　重治

糸目仁樹
小西喜代次 認定 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

平成３０年度甲賀市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 市長 里見　淳 山岡光広 認定 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

平成３０年度甲賀市後期高齢者医療保険特別会計歳入歳出決算の認定 市長 橋本　恒典 山岡光広 認定 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

平成３０年度甲賀市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 市長 竹若　茂國 山岡光広 認定 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

その他の特別会計・企業会計について 市長 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

信楽陶芸の森入口の私有地を２億８００万円で購入する議案 市長 小河　文人
鵜飼　勲

小西喜代次
可決 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

大戸川ダム事業促進、早期着工を求める意見書 小河　文人 田中　將之
竹若　茂國

小西喜代次
可決 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

植民地支配の真摯な反省を土台にした日韓関係の解決を求める意見書 小西喜代次 山岡　光広 橋本　律子 否決 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

マクロ経済スライドを廃止し「減らない年金」へ改革を求める意見書 岡田　重美 小西喜代次 山中　修平 否決 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

通学路の交通安全対策強化を求める意見書 山岡　光広 岡田　重美 なし 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

高齢者の安全運転支援と移動手段の確保を求める意見書 白坂萬里子 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

太陽光発電の適切に導入にむけた制度設計と運用を求める意見書 田中　將之 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇討論なし

公明党

提出 可否

共産党 志誠会凜風会

討論なし

討論なし
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地番 ２２００番の１ 

地目（登記） 山林 

地目（鑑定） 山林 

現況     宅地 

面積    ８７３㎡ 
現況の写真 

 

 

 

 

 

地番 ２３８８番の１ 

地目（登記） 原野 

地目（鑑定） 原野 

現況     宅地 

面積    ２１１㎡ 
現況の写真 

 

 

 

 

  日本共産党は当初から「県立施設を建設するのに甲賀市が土地を先行取得し県に提供するのはおかしい。必要なら県が購入す

ればいい」との立場から問題点を指摘してきました。今回私有地を市が２億８００万円で購入する提案でしたが、不動産鑑定士

が一者随契であり、実測ではなく公募面積で購入、山林と宅地などが混在する土地のため一括して評価し購入しようというもの。

登記簿の地目が山林であっても現況が宅地であれば現況を基本に評価しているとの説明でしたが、産業建設常任委員会審査やそ

の後の調査の中で一貫性がないことが明らかになりました。例えば２２００番の 1 は、現況宅地なのに「山林」、２３８８番の

1 は現況宅地なのに「原野」。担当課が鑑定事務所に問い合わせたところ「現況は宅地だが、草が生えているので登記の通り原

野で評価した」と説明しています。評価額全体に影響がでるため、再度精査したうえで議案を採決するのは当然です。 
 


